
今
回
の
意
見
書
採
択
は
、

国
労
新
庄
地
区
協
議
会
（
若

野
伸
一
議
長
）
が
５
月
25
日

付
け
で
、
新
庄
市
議
会
に
対

し
て
提
出
し
た
請
願
（
Ｊ
Ｒ

不
採
用
問
題
の
早
期
解
決
を

求
め
る
意
見
書
を
政
府
に
対

し
て
提
出
す
る
こ
と
）
に
対

し
、
同
市
議
会
に
お
い
て
採

択
な
ら
び
に
政
府
へ
の
意
見

書
の
提
出
が
６
月
16
日
付
で

行
わ
れ
た
も
の
。

こ
の
意
見
書
採
択
に
あ
た
っ

て
は
、
新
庄
市
議
会
議
員
で

あ
る
今
田
雄
三
氏
に
よ
る
議

会
内
で
の
奮
闘
が
大
き
な
力

と
な
っ
た
。

国
労
山
形
県
支
部
で
は

「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の
早
期

解
決
を
求
め
る
議
会
意
見
書
」

の
採
択
に
向
け
た
取
組
み
を

強
め
て
お
り
、
昨
年
６
月
26

日
に
は
米
沢
市
議
会
本
会
議

に
お
い
て
全
会
一
致
で
採
択

が
さ
れ
、
ま
た
川
西
町
議
会

に
お
い
て
も
、
昨
年
９
月
26

日
に
採
択
、
意
見
書
提
出
が

行
わ
れ
て
お
り
、
山
形
県
内

の
意
見
書
提
出
は
３
件
目
と

な
る
。

い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
保

守
色
の
強
い
地
域
特
情
の
中

で
の
採
択
で
あ
り
、
こ
の
結

果
を
自
信
に
代
え
て
、
引
き

続
き
他
市
町
村
の
採
択
の
拡

大
に
結
び
付
け
た
い
と
し
て

い
る
。

新
庄
市
議
会
の
意
見
書
採

択
に
よ
り
全
国
的
な
累
計
は
、

８
０
０
自
治
体
、
１
，
１
８

８
本
（
19
都
道
府
県
・
２
６

３
市
・
４
４
３
町
・
59
村
・

16
特
別
地
区
）
と
な
っ
た
。

今
田

雄
三
議
員

（
こ
ん
た

ゆ
う
ぞ
う
）

●
当
選
回
数

３

●
所
属
会
派

清
新
ク
ラ
ブ

●
所
属
政
党

社
会
民
主
党

第２５５５号 国 労 仙 台 ２００９年６月２５日

団結 抵抗 統一

◆
新
庄
市
議
会
（
山
形
県
新
庄
市
：
平
向
岩
雄
議
長
）
は
６

月
議
会
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
早
期
解
決
を
求

め
る
請
願
に
つ
い
て
全
会
一
致
で
採
択
し
、
政
府
関
係
者

ら
に
意
見
書
を
提
出
し
た
。
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ＪＲ不採用問題の早期解決を求める意見書

国鉄が分割民営化され、ＪＲ各社が発足してから２２年が経過しました。

その過程で発生した職員の不採用問題が未解決のまま長期化しております。

当時、国会における政府答弁では「分割民営化において一人の職員も

『路頭に迷わせない』との付帯決議」がされたものの全国で１０４７名の

不採用者が出ました。当時不採用になった者は、家庭の事情などの理由か

ら広域異動に応じられなかったケースも多く、結果、不採用になった方も

いたようです。

不採用者は労働委員会への救済の申し立てをする一方で、生活費をアル

バイトや物資販売を行うなどして捻出し生計を立ててきました。この間、

５０名以上が他界したり、病に臥する者も増え、深刻な状況になってきて

おります。

労使間の問題にあっては、中央労働委員会に救済の申し立てをしていた

係争中の事案についてＪＲと国労が前面的に和解するなど労使とも問題解

決に向けた動きもみられるようになっております。

問題の発生から既に２２年が経過し、不採用のままとなっている当時の

職員も高齢化しているため人道的見地に立って速やかに現実的な問題解決

を図ることが望ましいと考えます。

よって、国においては、ＩＬＯ条約批准国の一員として、ＪＲ不採用問

題の早期解決に向けて努力されるよう強く要請します。

以上、地方自治法第９９条この規定により意見書を提出いたします。

平成２１年６月１６日

新庄市議会議長 平 向 岩 雄 印

内閣総理大臣 麻 生 太 郎 殿

厚生労働大臣 舛 添 要 一 殿

国土交通大臣 金 子 一 義 殿


